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ゼブラフィッシュCL-P1（zCL-P1）は、ヒトCL-P1と－致するドメイン

構造を有し、アミノ酸配列の相同性は５１％であった。また、ＣＨＯ細胞に発

現させたzCL-P1は、細菌や酵母とともに酸化ＬＤＬを結合した。また、ゼ

ブラフィッシュの発生過程において、zCL-P1mRNAはＶＥＧＦやその受容体

関連遺伝子と同様に受精早期から発現していた。また、ノnsitu

hybridization法や免疫組織化学的手法により、zOL-P1の背部大動脈を

含めた血管領域での局在が確認された。一方、受精卵へのzCL-P1アンチ

センスオリゴヌクレオチドを注入することにより、zCL-P1蛋白質の合成阻

害が認められ、受精後４８時間で体幹の屈曲、心嚢の浮腫、体尾部の成長

遅延が認められた。これらの異常は、背部大動脈や体節血管の形成不全一

欠失による血行障害に起因していた。また、この表現型は、zCL-P1mRNA

投与によって回復可能であった。

これらの結果、ｚＣＬ－Ｐ１は自然免疫やスカベンジャー機能に加え、血管系

の発生・分化において必須な役割を果たすことが明らかとなった。した

がって、本研究は、当該分野の飛躍的発展に貢献するものと考えられる。

なお、論文提出者に対し各審査委員より、本論文とその関連領域に関し

て試問が行われ、適切な回答が得られた。

以上より、本論文は博士の学位論文として適切であると判定した。


